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コンクリート工学　第8回

コンクリートの配合設計

途中と最後に、小テスト有り！！

配合：コンクリートをつくるときの各材料の割合または使用量
　　　　　＊建築では、調合

配合設計：設定されたコンクリートの性能を満足するように材料
　　　　　　 とその配合を定める一連の作業

土木学会コンクリート標準示方書「施工編」（2002年制定）
　6章　総則
　「コンクリート材料およびその配合は、所要の性能を満足する
　ように、製造プラントの制約条件および材料入手のし易さや　
　輸送コストを含めた経済性を考慮して、これを定めなければ　
　ならない。」

　　性能規定型

【配合】

土木学会コンクリート標準示方書「施工編」（2002年制定）
　付録Ⅰ
「コンクリートの配合は、所要の施工性、力学的性能、耐久性、
およびその他の性能を満足する範囲内で、単位水量をできるだ
け少なくするように定める。」

配合の表し方

単位量（kg/m 3） 

粗骨材 

粗骨材

の最大
寸法 

 
(mm) 

スランプ

の範囲  
 

(cm) 

水セメン

ト比 

W/C 
 

(％) 

空気量 
 

 
 

(％) 

細骨材

率 

s/a  
 

(％) 

水 
 

W 

セメン

ト 

C  

混和材 
 

F 

細骨材 
 

S 
mm

～ 

mm 

mm

～ 

mm 

混和剤 
 

A 

            

 
＊英字について、大文字は質量を、小文字は体積を示す。
　よって、s/aは体積比である。

示方配合：コンクリートの練上り1m3の材料使用量で表したもの

最大寸法が大きいほど、同一スランプを得るのに必要な単位水
量が少なくなる。

【粗骨材最大寸法の選定】 【スランプの選定】

コンクリートのスランプは、作業に適する範囲内でできるだけ
小さくする

【空気量の選定】

激しい気象作用を受ける場合は、AE剤、AE減水剤を用いたAE
コンクリートとし、空気量は4～7％を標準とする。

空気量は、運搬、振動、締固めなどによって1/5前後減少するの
で、大きめの値とする。

舗装コンクリートでは、4％を標準
ダムコンクリート（40mmでウェットスクリーニングした試料）では
5.0±1.0％を標準

【水セメント比の選定】

(1)　圧縮強度をもとにして水セメント比を定める場合

設計基準強度　　　：構造計算において基準とするコンクリート
　　　　　　　　　　　　　の強度

配合強度　　　　　　：コンクリートの配合を決める場合に目標と
　　　　　　　　　　　　　する強度

割増し係数　　　　　：配合強度を定める際に、品質のはらつき
　　　　　　　　　　　　　を考慮し、設計基準強度に乗じる係数

ckf '

crf '

ckcr ff '' ×= 割増し係数

【配合設計の進め方】
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割増し係数の求め方

左図のような、水セメント比と圧縮強度との関係式を用いる
（セメント水比説）。

( ) BWCAf cr +='

使用するセメントに対して、上式を予め求めておく。

(2)　耐久性をもとにして水セメント比を定める場合
　a)　耐凍害性をもとにして水セメント比を定める場合

i)　一般のコンクリート

ii)　海洋コンクリート iii)　舗装コンクリート

iv)　ダムコンクリート

　b)　化学作用に対する耐久性をもとにして
　　　水セメント比を定める場合
　　　　　　　　　　＆
　　　硫酸根として0.2％以上の硫酸塩を含む水や
　　　土壌に接する場合

　c)　水密性をもとにして水セメント比を定める場合

55％以下を標準とする。

ただし、海洋構造物に用いる鉄筋コンクリートでは、
下表に従う。

水セメント比は、最小のものを採用する。
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【単位水量および細骨材率の選定】

配合設計例

［問題］
下記の条件でコンクリートの配合設計を行い、示方配合を示せ。

配合条件（フレッシュ性状、使用材料ならびに強度とC/Wの関係）
　・気象条件 ：気象条件の激しい場所、普通の露出状態
　・対象構造物 ：鉄筋コンクリート擁壁
　　　　　　　　　　　　　　　　　（最小寸法 25cm、鉄筋の最小あき7cm）
　・設計基準強度 ：21 N/mm 2

　・圧縮強度の変動係数 ：15％
　・セメント ：普通ポルトランドセメント（比重 3.15）
　・細骨材 ：川砂（比重2.61、粗粒率2.70）
　・粗骨材 ：砕石（比重2.60）
　・ＡＥ剤 ：セメント1kg当たり0.1％使用する。（比重1.0）
　

　・強度ｆ’28とC/Wとの関係：ｆ’28 ＝-18＋25(C/W)

　　　　　　　　　　　　　　　　　（上記の材料を使用、空気量5.0％）

配合計算

・粗骨材最大寸法：鉄筋コンクリートの一般の場合に準じ、　
　　　　　　　　　　　　25mmとする
・スランプ　　　　　：5～12cmの範囲で10cmとする。
・空気量　　　　　　：気象条件が激しい場所なので、5.0％と　
　　　　　　　　　　　　する。

W/C＝0.55、粗粒率2.80、スランプ8.0cm、s/a＝42、W＝170、
空気量5.0％

水セメント比の決定

(1)圧縮強度をもとにする場合

(2)耐久性をもとにする場合

(3)水密性をもとにする場合

9.2733.121' =×=crf

WC⋅+−= 25189.27 545.0
9.45

25
==CW

変動係数15％より、割増し係数は1.33

気象が激しい場合、普通の露出状態で断面が一般の場合、表5.5より
65.0max =CW

55.0max =CW

最も小さいW/Cを採用すると、
54.0=CW

Wの補正s/aの補正区分

2.01
05.0

54.055.0
−=×

−
−

( ) 4.22.1810 +=×−+

%4.2=∆W

( ) 174024.01170 =+×=W

粗粒率（2.80→2.70）

スランプ（8→10）

空気量（5→5）

W/C（0.55→0.54）

増減量

補正後の値

5.05.0
1.0

80.270.2
−=×

−
+

7.02.05.0 −=−−=∆ as

%413.417.042 ==−=as

－

－

－

W/C＝0.55、粗粒率2.80、スランプ8.0cm、s/a＝42、W＝170、
空気量5.0％

－ －

セメント量 322
54.0

174
==C

骨材の容積 67450
15.3

322
0.1

174
1000 =−−−=a

細骨材量 72161.241.0674 =××=S

粗骨材量 ( ) 103460.241.01674 =×−×=G

AE減水剤量 322.0
100

1.0
3221. =×=Ad

コンクリートの示方配合

AE減水剤量：４倍液

Gmax
(mm)

ｽﾗﾝﾌ゚
(cm)

W/C
(%)

空気
量
(%)

s/a
(%)

単位量（kg/m 3） 混和剤（ｋｇ/m 3）

W C S G AE減水剤

25 10 54 5.0 41.0 174 322 721 1034 0.322
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